（R07　夏　府高教　専門部【養護教員部】）
項目Ⅰ－１、２
〇　養護教諭については、教育振興室とともに各学校の実情や取組状況などのヒアリングを行い、いじめや不登校、暴力行為など「心身の健康問題」を抱える生徒が多い学校などに複数配置を行っている。定数事情は依然として厳しい状況にあり、今年度の複数配置校数は54校となっている。

〇　将来の生徒数や退職者数の動向等を踏まえつつ、可能な限り養護教諭の確保に努めてまいる。
項目Ⅱ－１
〇　府立学校の健康診断応援医師報償費は、「健康診断応援医師取扱要項」に基づき、各学校からの「健康診断予定計画書」を基に医師一人当たり生徒160名の検診を行うことを原則として配当している。
〇　今年度は160人換算での配当が初年度であったため、学校医との連携や検診体制等、160人換算で対応できるようであれば追加で配当するなど、各学校の実情に応じて柔軟に対応してまいった。
〇　事情のある学校からの個別の相談には可能な限り対応するが、厳しい財政状況にあることから、すべての希望に対応できないことをご理解いただきたい。
項目Ⅲ－１
〇　府教育庁では、府立高校の教育相談体制の充実をめざし、「障がいのある生徒の高校生活支援事業」の中で、公認心理師又は臨床心理士の資格を有するスクールカウンセラーを全ての府立高校に配置している。また、平成21年度より、臨床心理学を専攻している大学院生の実習を府立高校で受け入れ、生徒の心のケアを支援しているところ。
〇　また、昨年度から不登校生徒の在籍率の高い府立高校に対してスクールカウンセラーの配置回数を大幅に拡充したところ。
〇　今年度も引き続き、活動報告書、事業調査等を通じて、活用状況、課題等を整理し、事業の効率的な運用に努めてまいる。
項目Ⅲ－２
〇　スクールソーシャルワーカー（SSW）については、勤務時間や回数が固定され柔軟な活用ができないという課題があったことから、今年度より大阪府を7つのエリアに分け、各エリアにSSWが週4日勤務するSSW拠点校を設置した。拠点校のSSWが管轄エリアの学校を巡回訪問することで、各校が柔軟かつ即時的にSSWを利用できるようになった。
〇　また、生徒の困難な状況の背景には、心の問題とともに家庭等の厳しい状況もあることから、エンパワーメントスクールをはじめ、高等支援学校、高等学校定時制の課程等の一部の学校にはSSWの配置を継続している。
〇　加えて、府立学校向けSSW定期相談会の開催や、SSW未配置校へのSSWSVの定期巡回などを実施することにより、すべての府立学校が専門家に相談できる体制を構築したところ。
〇　今後も引き続き、活動報告書、事業調査等を通じて、活用状況、課題等を整理し、事業の効率的な運用に努めてまいる。
項目Ⅴ－１０
〇　養護教諭の再任用制度については、皆様方と協議を行い、フルタイム勤務又は短時間勤務を選択することができることとしている。また、任期更新時に、再任用運用期間中、原則1回に限り、学校運営上支障のない範囲で勤務形態の変更を認めることとしている。
〇　短時間勤務については、週3日・4日・5日勤務の割振りを可能としているところ。
〇　社会保険制度については、国の動向を注視してまいる。
項目Ⅴ－１2
〇　生徒の健康情報、来室記録、学校三師等の執務記録等の学校保健関係書類を校務支援システムで管理する場合には、校長会で説明の上、周知してまいる。

〇また夏頃には、養護教諭等、学校保健関係者に対して、校務支援システムの活用方法について説明する
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